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理
事
長
・
院
長
　
飯
田 

修
平

地
域
の
皆
様
へ
　
　

医
療
制
度
改
革
と
病
院
の
将
来
　
　

　
骨
太
の
構
造
改
革
案
に
は
具
体
性
が
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
発
テ
ロ
事
件

を
契
機
に
、
構
造
改
革
よ
り
も
、
同
盟
（
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
）
と
は
何
か
が
問
わ
れ
て
お

り
ま
す
。「
同
盟
」
を
簡
単
に
い
え
ば
、
運

命
共
同
体
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
に
都

合
の
良
い
お
つ
き
合
い
を
す
る
、
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
真
に
苦
楽
を
共

に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　

　
医
療
制
度
改
革
を
、
一
言
で
い
え
ば
、

痛
み
（
負
担
）
を
分
か
ち
合
う
こ
と
で
す
。

国
家
の
財
政
が
厳
し
い
か
ら
で
す
。 

　

　
保
険
の
種
類
に
よ
る
負
担
率
の
差
、
世

代
間
負
担
の
問
題
、
と
く
に
、
高
齢
者
の

受
益
と
負
担
の
関
係
が
問
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
ど
こ
ま
で
医
療
の
質
の
高
さ
を
求
め

る
の
か
、
即
ち
、
ど
こ
ま
で
負
担
す
る
の

か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。 

　

　
負
担
率
に
隠
れ
て
い
ま
す
が
、
大
き
な

問
題
と
し
て
、
病
床
削
減
が
急
速
に
進
ん

で
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
、
減
反
政
策
で
す
。

　
練
馬
区
病
院
構
想
の
項
で
ふ
れ
ま
す
。

ⅠⅠⅠⅠⅠ     

医医医医医
療療療療療
制制制制制
度度度度度
改改改改改
革革革革革
ににににに
つつつつつ
いいいいい
ててててて

“
受
益

” 

と 

“負
担

” 

の
均
衡
が
必
要
　

　
練
馬
区
の
病
院
構
想
は
、
最
終
段
階
に

入
り
ま
し
た
。
区
と
し
て
の
補
助
金
額
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
法
改
正
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
一
般
病
床

で
あ
る
「
そ
の
他
の
病
床
」が
、
平
成
十
五

年
八
月
ま
で
に
、
一
般
病
床
（
急
性
期
）
と

　
九
月
十
九
日
、
医
療
経
済
研
究
機
構
主

催
の
医
療
制
度
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
効
率
化
　
で
病

院
経
営
者
の
立
場
か
ら
報
告
し
ま
し
た
。

N
H
K

教
育
テ
レ
ビ
で
九
月
二
十
八
日
に
放

映
さ
れ
ま
し
た
。
立
て
前
の
患
者
中
心
で

は
な
く
、
患
者
の
立
場
と
共
に
医
療
提
供

側
の
誇
り
や
達
成
感
も
重
要
で
あ
る
。

デ
ー
タ
に
基
づ
く
医
療
の
質
向
上
が
重
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
い
い
加
減
な

デ
ー
タ
で
は
な
く
、
時
間
と
金
を
か
け

て
、
コ
ス
ト
に
基
づ
い
た
、
質
の
高
い

デ
ー
タ
を
集
積
す
る
こ
と
が
最
重
要
で
あ

る
と
発
言
し
ま
し
た
。

ⅡⅡⅡⅡⅡ     

医医医医医
療療療療療
制制制制制
度度度度度
改改改改改
革革革革革
フフフフフ
ォォォォォ
ーーーーー
ラララララ
ムムムムム

　
恒
例
の
敬
老
の
日
講
演
会
を
、
練
馬
区

の
協
賛
を
得
て
、
九
月
二
十
一
日
、
練
馬

区
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
第
一
部
は

「
救
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
」
、
第
二
部
は

「
い
か
に
健
や
か
に
過
ご
す
か
」
と
し
ま

し
た
。

ⅢⅢⅢⅢⅢ
区区区区区
民民民民民
ととととと
一一一一一
体体体体体
ののののの
敬敬敬敬敬
老老老老老
ののののの
日日日日日
講講講講講
演演演演演
会会会会会

　
第
一
部
で
は
、
野
口
眞
利
先
生
が
、
か

か
り
つ
け
医
の
立
場
か
ら
事
例
を
紹
介
さ

れ
、
橋
本
治
練
馬
消
防
署
救
急
技
術
担
当

係
長
が
、
洒
脱
な
話
術
で
現
場
の
状
況
を

解
説
さ
れ
ま
し
た
。
当
院
の
柳
川
達
生
医

師
は
、
多
発
テ
ロ
事
件
の
時
刻
、
ワ
シ
ン

ト
ン
に
向
け
て
飛
行
中
で
あ
り
、
デ
ト
ロ
イ

ト
空
港
に
緊
急
着
陸
し
た
状
況
か
ら
、
危

機
管
理
と
し
て
の
救
急
を
話
し
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
上
西
正
夫
健
生
会
会
長

の
長
寿
と
生
き
甲
斐
に
関
す
る
活
動
報
告

を
受
け
て
、
川
崎
多
恵
子
看
護
部
長
と
私

が
病
院
の
立
場
か
ら
解
説
し
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
私

が
司
会
を
務
め
、
上
西
氏
、
川
崎
看
護
部

長
、
柳
川
医
師
と
会
場
か
ら
の
活
発
な
質

疑
応
答
を
い
た
し
ま
し
た
。
立
て
前
で
は
な

く
、
本
音
で
語
り
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
区
民
、
診
療
所
、
医
師
会
、
行
政
、
病

院
が
一
体
と
な
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
認

識
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
の
積
極
的
な
参

加
と
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ⅣⅣⅣⅣⅣ     

練練練練練
馬馬馬馬馬
区区区区区
病病病病病
院院院院院
構構構構構
想想想想想

療
養
病
床
（
長
期
）
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
と
連
動
し
て
、
地
域
医
療
計
画
の
見
直

し
が
あ
り
、「
許
可
病
床
」
が
「
基
準
病
床
」

と
改
称
さ
れ
、
二
次
医
療
圏
の
病
床
が
一

割
削
減
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
改
正
の
重
要
な
点
は
、
病
床
が
一

割
削
減
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
と
く
に
、
一

般
病
床
（
急
性
期
）
は
、
今
後
も
減
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
増
床
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
本
年
十
二
月
中
に
、
運
営
主
体

が
東
京
都
に
病
院
開
設
の
申
請
を
出
す
こ
と

が
必
須
条
件
で
あ
り
、
最
終
期
限
で
す
。

　
練
馬
区
の
新
病
院
構
想
が
最
後
の
機
会
で

す
。
こ
れ
を
逃
す
と
、
ま
と
ま
っ
た
単
位
の

増
床
は
不
可
能
で
す
。

　
練
馬
総
合
病
院
を
練
馬
区
病
院
構
想
の

運
営
主
体
と
し
て
選
定
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
、
近
隣
町
会
長
様
方
と
共
に
、
区
長
、

区
議
会
議
長
宛
に
誓
願
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
計
画
は
、
練
馬
区
に
と
っ
て
だ
け

で
は
な
く
、
練
馬
総
合
病
院
が
練
馬
区
内

で
中
核
病
院
と
し
て
存
続
す
る
最
後
の
機

会
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
江
古
田
の
地
で

病
院
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
も
、
高
野
台

へ
の
移
転
と
、
江
古
田
で
の
新
築
が
必
要

で
す
。

　
練
馬
区
病
院
構
想
の
運
営
主
体
と
し
て

当
院
が
選
定
さ
れ
る
よ
う
に
、
皆
様
の
絶

大
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
た
し
ま
す
。
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「 外来患者さんアンケート」集計結果報告

　当院では、年２回、「外来患者さんアンケート」を実施しています。今号では、７月１２日（木）

と１７日（火）の２日間に実施したアンケート調査の結果から一部を報告いたします。

　アンケートでは、皆様からさまざまなご意見をいただきます。おほめの言葉もございますが、ま

た同時に、おしかりや改善要望もあります。反省すべき点、改善すべき点は、直ちに対応し、職員

一同気持ちを引き締め、努力いたします。　

　今後も、患者さんがかかりたい、かかってよかった。と感じていただけるような質の高い医療と

サービスを提供していきたいと考えています。どうぞ宜しくお願いいたします。

◆病院の印象◆

－－－*－－－*－－－*－－－*－－－*－－－*－－－*－－－*－－－*－－－
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◆職員の応対ぶり◆

アンケート調査にご協力いただきました皆様に、

紙上をお借りしてお礼申し上げます。
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次回の 「 外来患者さんアンケート 」は

　　　　　　　　　　　　　 平成14年2月の予定です。
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当
院
の
Ｍ
Ｑ
Ｉ
活
動
は
、
本
年
で
六

年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
の
統
一
主
題
は
「
安
全
」
で
す
。
十

一
チ
ー
ム
が
医
療
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し

て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
チ
ー

ム
の
活
動
テ
ー
マ
は
、
別
掲
の
活
動
一
覧

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
チ
ー
ム

も
医
療
の
安
全
を
念
頭
に
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
来
る
平
成
十
三
年
十
二
月
十
五
日

（
土
）
午
後
一
時
か
ら
、
こ
れ
ら
の
活
動
の

報
告
を
練
馬
区
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開

催
い
た
し
ま
す
。
例
年
の
よ
う
に
練
馬
区

長
、
医
師
会
長
、
区
民
の
方
々
、
そ
し
て

外
部
の
病
院
や
研
究
者
に
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
き
ま
し
て
も
、

当
大
会
へ
の
ご
参
加
を
職
員
一
同
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
私
た
ち
の
病
院

の
医
療
の
質
向
上
へ
の
取
り
組
み
と
成
果

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
六
回 

Ｍ
Ｑ
Ｉ
活
動

　
　
　
　
　
発
表
大
会
を
開
催
し
ま
す

Ｍ
Ｑ
Ｉ
推
進
委
員
会
事
務
局
　

＊＊＊＊＊
ＭＭＭＭＭ
ＱＱＱＱＱ
ＩＩＩＩＩ
活活活活活
動動動動動
ととととと
ははははは
・・・・・
・・・・・
・・・・・

　
当
院
が
一
九
九
六
年
（
平
成
八

年
）
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
、
医
療

の
質
の
向
上
を
図
る
活
動
で
す
。

　
Ｍ
Ｑ
Ｉ
は
、M

e
d
ic

a
l 

Q
u
a
lity

Im
p
ro

vem
en

t

（
医
療
の
質
の
向
上
）

の
頭
文
字
か
ら
採
っ
た
も
の
で
す
。

　
活
動
は
、
Ｍ
Ｑ
Ｉ
活
動
推
進
委
員

会
を
中
心
と
し
て
、
全
部
署
、
組
織

を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
活
動
チ
ー
ム
は
職
種
横
断
的
に
編

成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
五
年
間
で
約

七
十
五
チ
ー
ム
が
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
活
動
テ
ー
マ
は
、
顧
客
満
足
、
業

務
の
効
率
化
、
医
療
事
故
の
未
然
防

止
、
安
全
確
保
、
診
療
の
標
準
化
、
環

境
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、
い
づ
れ
も

医
療
の
質
の
向
上
を
実
現
す
る
も
の

で
す
。

　
医
療
界
や
産
業
界
で
も
注
目
さ
れ

て
い
る
質
管
理
の
活
動
で
す
。

　

参加ご希望の方は、 練馬総合病院ＭＱＩ 推進委員会事務局 （ 菊井・ 林 ）までご連絡ください。

 （ 電話03-3972-1001）

リーダー

サブリーダー

接遇委員会
(練馬Japan！）

患者さんの個人情報の保護
宮川千香（事務部）

阿部貴之（泌尿器科）

節約委員会
（DISCORD)

事業活動に伴う環境負荷の削減
中里光宏（臨床検査科）

高橋由紀（薬剤科）

医局抗癌剤
（アイチセイコー）

抗癌剤取扱いのチェックを強化し、誤使用を未然に防ぐ
南郷周児（産婦人科）

大塚知子（皮膚科）

医局・薬剤
（アンチ・バイオ）

抗菌剤の適正使用と院内感染の防止を目指す
柳川達生（内科）

坂本京子（薬剤科）

事務・設備
（パンドラ）

医療機器の安全を確保する
藤本康幸（設備係）

大森　薫（事務部）

栄養科
（長靴をはいた働き蜂）

衛生的で、安全な食事を提供する
下田夏恵（栄養科）

菅野　茂（栄養科）

医事課
(COSMOS)

患者さんに安全確実な処方箋を発行する
大内俊一（医事課）

島津夕香（医事課）

放射線科
（ファイナルアンサー）

CT検査を安全かつ迅速に行う
平林良城（放射線科）

酒井　篤（放射線科）

看護部
輸血（Blood　Pitt？）

安全な輸血管理
上杉宇多子（４階病棟）

大良智穂（手術室）

看護部
呼吸器（レ・ス・ピ）

人工呼吸器の安全・速やかな稼動
津久井正子（６階病棟）

三嶋ミナ子（５階病棟）

看護部
誤認（胡蝶蘭）

患者確認の仕組みを再構築する
川﨑多恵子（看護部長）

若松恵子（手術室）

活動主体部署
（チーム名）

活動テーマ

● 平成 13 年度　MQI 活動テーマ一覧 ●
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ＣＴ（コンピュータ断層撮影装置）を

　　　新機種に更新しました

　 

平
成
十
三
年
九
月
二
十
五
日
（
火
）
、
当

院
放
射
線
科
に
新
し
い
Ｃ
Ｔ
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
装
置
）
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
機
種
の
名
前
は
Ｇ
Ｅ
社
製
　

Ｈ
ｉ
Ｓ
ｐ
ｅ
ｅ
ｄ
　
Ｎ
Ｘ/

ｉ
Ｓ
と
い
い

ま
す
。

　
こ
の
装
置
の
特
徴
は
、
大
き
く
分
け
て

三
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
ど
れ
を
と
っ
て
も

最
新
の
技
術
を
駆
使
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
ず
第
一
の
特
徴
は
、
Ｃ
Ｔ
検
査
に
か

か
る
時
間
の
短
縮
で
す
。
以
前
の
機
種
で

は
、
腹
部
の
撮
影
時
間
に
お
よ
そ
二
十

分
、
胸
部
に
十
五
分
、
頭
部
に
五
分
く
ら

い
必
要
で
し
た
が
、
新
機
種
で
は
、
こ
れ

ら
が
数
十
秒
か
ら
数
分
で
終
了
し
ま
す
。

（
断
層
の
写
真
を
撮
影
す
る
場
合
の
み
で
、

薬
剤
を
使
用
し
た
り
、
特
殊
な
撮
影
法
は

別
で
す
）
。

　
通
常
Ｃ
Ｔ
検
査
の
場
合
、
患
者
さ
ん
が

寝
た
状
態
で
検
査
を
施
行
し
ま
す
。
寝
て

い
る
の
も
苦
痛
と
感
じ
る
患
者
さ
ん
も
多

く
い
ま
す
。
ま
た
、
以
前
使
用
し
て
い
た

機
種
で
は
、
胸
部
や
腹
部
等
の
検
査
で
は

数
秒
間
呼
吸
を
止
め
、
さ
ら
に
体
を
動
か

さ
な
い
状
態
で
撮
影
を
し
、
そ
れ
を
二
十

数
回
か
ら
時
に
は
五
十
数
回
繰
り
返
し
て

い
ま
し
た
。
検
査
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
患
者
さ
ん
の
苦
痛
は
軽
減

さ
れ
、
検
査
が
迅
速
に
終
了
し
、
次
の
診

療
に
移
行
で
き
、
結
果
と
し
て
患
者
さ
ん

の
「
早
く
楽
に
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
要

望
に
答
え
ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
第
二
の
特
徴
は
、
被
曝
量
の
低
減
で

す
。
Ｃ
Ｔ
は
放
射
線
を
人
体
に
照
射
し
、

そ
の
体
を
通
過
し
て
き
た
放
射
線
を
検
出

器
で
読
み
取
り
、
そ
れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
計
算
し
て
画
像
に
し
て
い
ま
す
。

体
に
厚
み
の
無
い
部
分
、
例
え
ば
頚
部

（
首
）
や
手
、
足
に
は
少
量
の
放
射
線
で
検

査
が
施
行
で
き
ま
す
。
新
機
種
で
は
、
必

要
最
小
限
の
被
曝
で
す
み
、
以
前
の
機
種

と
比
較
し
て
約
四
十
％
以
上
の
被
曝
量
の

低
減
を
実
現
し
ま
し
た
。
安
心
し
て
検
査

を
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
そ
し
て
、
第
三
の
特
徴
は
、
画
像
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
前
進
で
き
た
こ
と
で

す
。
当
院
で
は
一
九
九
七
年
か
ら
Ｇ
Ｅ
社

と
共
同
で
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
、
パ
ソ
コ
ン
で

閲
覧
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
ま

す
。
今
回
導
入
さ
れ
た
新
機
種
で
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
画
像
の
転
送
は
も
ち

ろ
ん
、
保
存
や
管
理
に
新
た
な
技
術
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
例
と
し
て
、
過
去
に
検
査
を
受
け
た

患
者
さ
ん
の
画
像
を
瞬
時
に
検
索
で
き
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
Ｃ
Ｔ
室
の
画
面
で

そ
の
画
像
を
閲
覧
で
き
、
現
在
の
状
態
と

の
比
較
が
容
易
に
お
こ
な
え
、
よ
り
質
の

高
い
検
査
が
施
行
で
き
ま
す
。

　
医
療
分
野
に
お
い
て
も
他
産
業
同
様
、

Ｉ
Ｔ
化
の
動
き
は
急
速
で
あ
り
、
電
子
カ

ル
テ
や
オ
ー
ダ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
看

護
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
へ
の
波
及
は
留
ま

る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。
電
子
化
は
、

患
者
さ
ん
と
我
々
医
療
従
事
者
に
も
プ
ラ

ス
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
今
回
導
入
さ
れ
た
Ｃ
Ｔ
は
当
院
に
来
院

さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
、
よ
り
質
の
高
い
医

療
を
提
供
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ひ
と
り

で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
が
「
練
馬
総
合
病

院
に
か
か
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

放射線科 主任　倉田　宏一
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「
敬
老
の
日
」
講
演
会
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
九
月
二
十
一
日
（
金
）
午
後
二
時
か
ら
、

練
馬
公
民
館
に
お
い
て
、
敬
老
の
日
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
毎
年
、
敬
老
の
日

に
ち
な
み
、
開
催
し
て
お
り
ま
す
こ
の
講

演
会
も
、
今
年
で
四
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。 

　

　
今
年
は
、
第
一
部
で
は
、
講
演
『
救
急

時
の
対
応
』
と
し
て
、
か
か
り
つ
け
医
の

立
場
か
ら
　
練
馬
区
医
師
会
医
師 

野
口
眞

利
氏
、
救
急
隊
の
立
場
か
ら
　
練
馬
消
防

署 

橋
本
治
氏
、
総
合
病
院
の
立
場
か
ら
　

当
院
柳
川
達
夫
内
科
医
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
第
二
部
で

は
『
い
か
に
健
や
か
に
過
ご
す
か
』
を

テ
ー
マ
に
、
患
者
さ
ん
代
表 
上
西
正
夫

氏
、
当
院
飯
田
理
事
長
、
川
崎
看
護
部
長

が
講
演
し
、
最
期
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
三

六
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。 

会
場
外
で
は
、
当
院

専
門
職
員
に
よ
る
血
糖
測
定
や
栄
養
相
談

な
ど
、
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
実
施
し
ま

し
た
。

庶
務
課
長
　
菊
井
達
也

　
毎
年
お
こ
な
わ
れ
る
自
衛
消
防
審
査
会

に
、
今
年
も
当
院
の
自
衛
消
防
隊
員
の
中

か
ら
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
審
査
会
は
九
月
十
四
日

（
金
）　
練
馬
総

合
運
動
場
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
上
位
入
賞
は
逃
し
ま
し
た

が
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

健
闘
し
ま
し
た
。
自
分
の
病
院
は
自
分
達

で
守
る
と
い
う
意
識
の
も
と
、
当
院
の
自

衛
消
防
隊
員
た
ち
は
日
々
訓
練
を
し
て
い

ま
す
。

自
衛
消
防
隊

　
審
査
会
に
参
加

　
今
後
も
、
区
民
の
皆
様
の
健
康
に
寄
与

で
き
る
よ
う
な
講
演
会
を
企
画
し
て
参
り

ま
す
。 

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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『リハビリ

　　テーション科です』

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科　主任

    堀川　一夫

職場拝見８職場拝見８職場拝見８職場拝見８職場拝見８

　
整
形
外
来
横
の
通
路
を
進
む
と
、
突
き

当
り
の
右
手
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
が
あ

り
ま
す
。
南
側
の
病
室
か
ら
見
下
ろ
す
と
、

駐
車
場
西
側
の
赤
い
切
妻
の
平
屋
で
す
。

占
有
床
面
積
は
一
三
二
㎡
、
人
員
は
理
学

療
法
士
二
名
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
二
名
、
受
付

事
務
二
名
と
い
う
構
成
で
す
。
こ
の
六
名
で

一
日
に
約
一
三
〇
名
の
患
者
さ
ん
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
外
来
は
天
候
や
曜
日
で
変
動
し

ま
す
が
、
七
十
～
百
名
を
数
え
、
入
院
で

は
四
十
～
五
十
名
を
数
え
ま
す
。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
障
害
を
持
つ
方
の

身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
、
職
業
的
、

経
済
的
能
力
を
最
大
限
に
回
復
さ
せ
る
こ

と
で
す
。
正
に

「
全
人
医
療
」実
践
の
場
で

す
。
そ
れ
だ
け
に
多
方
面
の
情
報
や
技
術

の
集
結
が
必
要
で
す
。
当
科
は
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
と
名
乗
っ
て
い
ま
す
が
、
理
学

療
法
を
提
供
す
る
場
で
す
。
で
す
か
ら
、
当

科
だ
け
で
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
成
し
え

ま
せ
ん
。
医
師
、
看
護
婦
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）
等
の
協
力
と
患
者

さ
ん
自
身
の
努
力
も
不
可
欠
で
す
。
「
全
人

医
療
」
に
は

「
チ
ー
ム
医
療
」が
必
要
な
の

で
す
。
チ
ー
ム
の
司
令
塔
で
あ
る
医
師
は
、

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
関
連
職
種
の
情
報
共
有
と

方
針
決
定
の
た
め
の
会
議
）
を
主
宰
し
ま

す
。
当
院
は
多
職
種
連
携

（
＝
チ
ー
ム
医

療
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
も

日
々
こ
れ
を
実
践
し
て
い
る
の
で
す
。

　
最
後
に
ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
加加加加加
倉倉倉倉倉
井井井井井
幸幸幸幸幸
江江江江江

（（（（（
写写写写写
真真真真真
手手手手手
前前前前前
左左左左左
・・・・・受受受受受
付付付付付

事事事事事
務務務務務
）））））
：
内
科
外
来
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
十
月
で
六
十
才
と
な
り
ま
し
た
。
年
の

割
に
パ
ソ
コ
ン
と
カ
ラ
オ
ケ
が
大
好
き
で
す
。

　
若若若若若

林林林林林

暁暁暁暁暁

子子子子子

（（（（（

写写写写写

真真真真真

手手手手手

前前前前前

中中中中中

央央央央央

・・・・・受受受受受
付付付付付
事事事事事
務務務務務
）））））
：
勤
務
し
て
一

年
半
に
な
り
ま
す
。
い
つ
も
リ
ハ
ビ
リ

に
響
き
渡
っ
て
い
る
明
る
い
声
の
持
ち

主
で
す
。
明
る
さ
と
優
し
さ
で
患
者

さ
ん
の
気
分
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る

事
を
信
条
と
し
て
い
ま
す
。

　
砂砂砂砂砂
野野野野野
宏宏宏宏宏
治治治治治

（（（（（
写写写写写
真真真真真
手手手手手
前前前前前
右右右右右
・・・・・

マママママ
ッッッッッ
サササササ
ーーーーー
ジジジジジ
師師師師師
）））））
：
勤
続
二
十
年

を
超
え
た
リ
ハ
ビ
リ
の
最
古
参
で
す
。

大
声
と
や
や
早
口
が
特
徴
。
豊
富

な
経
験
が
売
り
で
、
患
者
さ
ん
の
信

頼
も
厚
い
貴
重
な
人
材
で
す
。

　 

堀堀堀堀堀
澤澤澤澤澤
一一一一一
彦彦彦彦彦

（（（（（
写写写写写
真真真真真
奥奥奥奥奥
左左左左左
・・・・・マママママ
ッッッッッ

サササササ
ーーーーー
ジジジジジ
師師師師師
）））））
：
砂
野
に
次
ぐ
古

株
。
地
味
で
目
立
た
な
い
方
で
す

が
、
温
厚
な
性
格
で
愛
す
べ
き
存
在

で
す
。

　
太太太太太
田田田田田
浩浩浩浩浩
夫夫夫夫夫

（（（（（
写写写写写
真真真真真
奥奥奥奥奥
中中中中中
央央央央央
・・・・・

理理理理理
学学学学学
療療療療療
法法法法法
士士士士士
）））））
：
今
年
の
新
卒
で

す
。
趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
と
パ
チ
ン
コ
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

　
堀堀堀堀堀
川川川川川
一一一一一
夫夫夫夫夫

（（（（（
写写写写写
真真真真真
奥奥奥奥奥
右右右右右
・・・・・理理理理理

学学学学学
療療療療療
法法法法法
士士士士士
、、、、、

主主主主主
任任任任任
）））））
：
こ
の
道

二
十
五
年
、
経
験
し
た
病
院
の
数
は

五
ヵ
所
を
数
え
、
様
々
な
経
営
形

態
の
中
で
働
い
て
き
た
こ
と
と
、
多
く
の
患

者
さ
ん
を
見
て
き
た
こ
と
が
財
産
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
休
日
は
落
語
鑑
賞
と
日
曜
大

工
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
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● 抗うつ薬 (内服薬) ●

　
う
つ
病
の
治
療
は
、
休
養
と
薬
物
療
法
、

精
神
療
法
の
三
つ
が
基
本
と
な
り
、
症
状

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
組
合
せ
て
進
め
ら

れ
ま
す
。

　
薬
物
療
法
は
、
う
つ
病
の
治
療
の
な
か

で
も
、
最
も
重
要
な
治
療
で
す
。
う
つ
病

の
治
療
に
は
抗
う
つ
薬
が
使
わ
れ
る
の
が

一
般
的
で
す
。
日
本
で
こ
れ
ま
で
に
主
に

用
い
ら
れ
て
き
た
抗
う
つ
薬
は
、
三
環
系

抗
う
つ
薬
や
四
環
系
抗
う
つ
薬
で
し
た

が
、
最
近
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
（
選
択
的
セ
ロ

ト
ニ
ン
再
取
り
こ
み
阻
害
薬
）
が
処
方
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
不
安
を
訴
え
る
場
合
は
、
抗
不
安
薬

も
併
用
さ
れ
ま
す
。 

　
　

　
＊
三
環
系
抗
う
つ
薬
・
・

トトトトト
フフフフフ
ラララララ
ニニニニニ
ーーーーー
ルルルルル

トトトトト
リリリリリ
プププププ
タタタタタ
ノノノノノ
ーーーーー
ルルルルル 

　

　
＊
四
環
系
抗
う
つ
薬
・
・

ルルルルル
ジジジジジ
オオオオオ
ミミミミミ
ーーーーー
ルルルルル

　
＊
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
（
選
択
的
セ
ロ
ト
ニ
ン
再

　
　
取
り
組
み
阻
害
薬
）・
・

デデデデデ
プププププ
ロロロロロ
メメメメメ
ーーーーー
ルルルルル

　
脳
内
の
神
経
細
胞
の
間
で
、
情
報
伝
達

の
役
割
を
は
た
し
て
い
る
化
学
伝
達
物
質

で
あ
る
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
、
セ
ロ
ト
ニ

ン
と
い
う
物
質
が
不
足
す
る
と
、
う
つ
状

態
が
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
抗
う
つ
薬
は
、
刺
激
に
よ
っ
て
一
度
放

出
さ
れ
た
化
学
伝
達
物
質
が
、
脳
内
の
神

経
繊
維
に
再
び
吸
収
さ
れ
て
減
少
す
る
の

を
抑
え
た
り
、
化
学
伝
達
物
質
の
出
て
く

る
量
が
減
る
の
を
抑
え
た
り
す
る
こ
と

で
、
気
持
ち
を
楽
に
し
て
意
欲
を
高
め
、

う
つ
状
態
を
改
善
し
ま
す
。

ど
ん
な
薬
で
治
療
す
る
の
で
し
ょ
う

　
う
つ
病
は
、
世
界
的
に
み
て
も
、
増
え

続
け
て
い
る
心
の
病
気
で
す
。
日
常
的
な

生
活
の
な
か
で
、
気
持
ち
が
落
ち
込
ん
だ

り
、
全
体
的
な
気
力
が
な
く
な
っ
て
き
た

と
感
じ
て
い
る
人
、
ま
た
、
体
の
あ
ち
こ

ち
に
不
調
が
現
れ
て
い
る
人
は
、
「
軽
い

う
つ
だ
か
ら
自
分
で
な
ん
と
か
で
き
る
。
」

と
決
め
つ
け
た
り
、
苦
し
ん
だ
り
し
な
い

で
、
専
門
の
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
う
つ
病
に
効
く
の
で
し
ょ
う

　
●
三
環
系
の
抗
う
つ
薬
の
副
作
用
に

は
、
抗
コ
リ
ン
作
用
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ

る
口
の
渇
き
、
便
秘
、
発
汗
、
鼻
詰
り
、
目

の
か
す
み
、
動
悸
、
浮
腫
、
排
尿
困
難
、
眠

気
な
ど
あ
り
ま
す
。

　
●
四
環
系
抗
う
つ
薬
や
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
は
、

抗
コ
リ
ン
作
用
に
よ
る
副
作
用
は
軽
減
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
に
は
、
悪
心
、

嘔
吐
、
下
痢
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
●
緑
内
障
、
前
立
腺
肥
大
、
心
筋
梗
塞

回
復
期
の
患
者
さ
ん
に
は
、
病
状
を
悪
化

さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
抗
う

抗
う
つ
薬
を
服
用
す
る
時
の
注
意

　
抗
う
つ
薬
は
、
効
果
が
あ
ら
わ
れ
る
ま

で
に
少
な
く
と
も
一
～
三
週
間
近
く
か
か

り
ま
す
。

　
薬
を
飲
み
始
め
た
が
、
効
果
が
あ
ら
わ

れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
や
め
た

り
、
副
作
用
が
つ
ら
い
か
ら
と
い
っ
て
、

自
分
の
判
断
で
服
用
を
や
め
た
り
、
飲
む

回
数
を
減
ら
し
た
り
し
が
ち
で
す
が
、
か

え
っ
て
病
気
を
長
引
か
せ
た
り
、
悪
化
さ

せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の

判
断
で
中
断
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
薬
を
飲
ん
で
い
る
間
は
、
症
状
が
ど
う

変
わ
っ
た
か
を
、
医
師
に
き
ち
ん
と
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

つ
薬
、
特
に
、
三
環
系
抗
う
つ
薬
は
服
用

で
き
ま
せ
ん
。
妊
娠
中
や
授
乳
中
も
服
用

で
き
ま
せ
ん
。

自
分
の
判
断
で
服
用
を

　
　
や
め
る
と
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
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 ● 肝機能検査 ●

～ 臨床検査室から ～　
①①①①①
健
診
な
ど
の
検
査
項
目
と
し
て
、
Ｇ
Ｏ

Ｔ
と
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
肝

細
胞
の
壊
れ
具
合
を
み
る
検
査
で
す
。

Ｇ

Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
両
方
と
も
肝
細
胞
の
中
に

含
ま
れ
て
い
る
酵
素
の
略
称
で
す
。

　
肝
細
胞
が
壊
れ
る
と
、
こ
の
二
つ
の
酵
素

が
肝
細
胞
の
中
か
ら
血
液
中
に
漏
れ
出
て
き

ま
す
の
で
、
肝
炎
の
と
き
に
は
こ
れ
ら
の
値

が
高
く
な
り
ま
す
。
健
康
な
人
で
も
、
古

く
な
っ
た
細
胞
が
毎
日
少
し
ず
つ
壊
れ
る
の

で
、
こ
れ
ら
二
つ
の
値
は
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
Ｇ
Ｏ
Ｔ
は
肝
臓
以
外
に
も
、

筋
肉

・
赤
血
球
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｏ
Ｔ
値
の
方
が
Ｇ
Ｐ
Ｔ
値
に
比
べ
て
飛
び
抜

け
て
高
い
よ
う
な
ら
、
肝
臓
以
外
の
筋
肉

な
ど
に
病
変
が
あ
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
両
方
の
値
が
高

い
と
き
は
一
般
的
に
は
肝
臓
の
病
気
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｇ
Ｏ
Ｔ
値
や
Ｇ

Ｐ
Ｔ
値
が
一
万
以
上
あ
る
と
い
う
時
は
、
劇

症
肝
炎
の
よ
う
な
重
症
の
肝
臓
病
を
考
え

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

　

　
②②②②②
肝
臓
の
働
き
具
合
を
み
る
検
査
項
目

と
し
て
ビ
リ
ル
ビ
ン
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
血
液
凝
固
検
査
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ビ
リ
ル
ビ
ン
は
、
黄
疸
の
原
因
物
質
で

す
が
、
肝
臓
の
働
き
が
悪
い
と
ビ
リ
ル
ビ
ン
が

肝
臓
で
処
理
さ
れ
ず
に
増
え
、
血
液
中
で

高
く
な
り
ま
す
。
ア
ル
ブ
ミ
ン
は
、
肝
臓
の

細
胞
で
つ
く
ら
れ
る
蛋
白
質
で
す
。
肝
臓
の

働
き
が
悪
い
と
ア
ル
ブ
ミ
ン
が
で
き
な
く
て
血

液
中
で
低
い
値
と
な
り
ま
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
も
同
様
で
、
肝
硬
変
の
よ
う
な
状
態
で

は
、
血
液
中
値
が
低
く
な
り
ま
す
。
血
液

凝
固
因
子
と
い
う
蛋
白
質
も
肝
臓
で
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
血
を
固
ま
ら
せ
る
作

用
を
持
つ
蛋
白
質
で
す
が
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
に
比

べ
る
と
作
ら
れ
て
か
ら
壊
さ
れ
る
ま
で
の
時

間
が
短
く
、
肝
臓
に
支
障
が
で
る
と
敏
感
に

影
響
を
受
け
ま
す
。
そ
の
時
々
の
肝
臓
の

働
き
具
合
を
見
る
の
に
よ
い
検
査
で
す
。
プ

ロ
ト
ロ
ン
ビ
ン
時
間
と
い
う
血
の
固
ま
り
や
す

さ
を
み
る
検
査
が
あ
り
ま
す
が
、
凝
固
因

子
が
低
下
し
た
状
態
で
は
、
血
液
が
固
ま
る

ま
で
の
時
間
が
長
く
な
り
ま
す 

。
コ
リ
ン
エ
ス

テ
ラ
ー
ゼ
は
、
脂
質
代
謝
に
関
係
す
る
酵
素

の
一
つ
で
、
肝
硬
変
で
は
低
値
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
肝
臓
に
脂

（
あ
ぶ
ら
）が
た

く
さ
ん
た
ま
っ
て
し
ま
う
病
気
で
あ
る
脂
肪

肝
で
は
高
く
な
る
の
が
特
徴
で
す
。 

　

　
③③③③③
胆
汁
の
通
り
道
で
あ
る
胆
管
の
障
害
を

み
る
検
査
と
し
て
は
、
ビ
リ
ル
ビ
ン
、

Ａ
Ｌ
Ｐ
と
か
γ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
が
あ
り
ま
す
。
胆

管
の
炎
症
や
、
胆
管
が
つ
ま
っ

た
状
態
で
は
、
こ
れ
ら
の
値
が

高
く
な
り
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｐ
と

γ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
は
胆
道
系
酵
素
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。
Ａ
Ｌ
Ｐ
に
比

較
し
て
γ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
だ
け
が
高

値
と
な
る
よ
う
な
場
合
は
、

ま
ず
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
を

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
酒
の
飲
み
過
ぎ
が
原
因
で

肝
臓
が
障
害
さ
れ
る
場
合
、

そ
の
初
期
か
ら
γ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
が

異
常
高
値
と
な
り
ま
す
。
栄

養
過
多
に
伴
う
脂
肪
肝
で
も

異
常
値
を
み
る
こ
と
が
多
く
、

安
定
剤
や
睡
眠
薬
な
ど
に
よ

る
薬
剤
性
肝
障
害
な
ど
で
も

し
ば
し
ば
γ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
の
値
が

異
常
に
高
く
な
り
ま
す
。 

　

④④④④④
肝
炎
が
慢
性
化
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
み
る
検
査
と
し
て
、

Ｚ
Ｔ
Ｔ
と
か
γ
―
グ
ロ
ブ
リ
ン
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
検
査
値
は
慢
性
肝

①

②

目的 検査項目 参考基準値 異常の状態

ＧＯＴ ８～３８　ＩＵ/ｌ

ＧＰＴ ４～４４　ＩＵ/ｌ

アルブミン ３.８～５.３　ｇ/ｄｌ

コレステロール（ＴＣＨＯ） １３０～２４０　ｍｇ/ｄｌ

コリンエステラーゼ（ＣＨ－Ｅ） ２０３～４６０　ＩＵ/ｌ

総ビリルビン ０.2～1.2　ｍｇ/ｄｌ

アンモニア ３０～８０　μｇ/ｄｌ

総ビリルビン 0.2～1.2　ｍｇ/ｄｌ

アルカリフォスファターゼ（ＡＬＰ） ９９～３２９　ＩＵ/ｌ

γーＧＴＰ(ガンマグルタミルトランスペプチターゼ） ９～６７　ＩＵ/ｌ

コレステロール １３０～２４０　ｍｇ/ｄｌ

ＺＴＴ ４.0～１２.0　ＫＵ

γーグロブリン １０.８～１９.７　％

血小板 １５.0～３５.0　万/μｌ

肝細胞の
　壊れ具合

肝細胞の
　働き具合

胆汁の
　流れ具合

肝炎の
　慢性度

または

炎
、
肝
硬
変
で
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
出

血
を
止
め
る
働
き
を
も
つ
血
小
板
と
い
う
血

液
の
細
胞
は
、
慢
性
の
肝
臓
病
が
進
行
す
る

と
減
少
す
る
傾
向
が
あ
り
、
肝
硬
変
で
は

一
〇
万
以
下
と
な
り
ま
す
。
重
症
の
肝
硬

変
で
は
三
万
以
下
と
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
す
。

③

④

＜肝機能検査の意味と参考基準＞
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●高脂血症と食事●

　　かぶの葉の炒め煮

　材料：（ １ 人分）

　　かぶの葉 　 30g

　　干しさくらえび  　3 ｇ

　　塩　　0.2g　　　　酒　　3cc

　　しょうが　5g　　　 油　　3cc

作り方 ：　

　① かぶの葉は 3 ～ 5 ㎝の長さに切る。 しょうがはすり

おろしておく。

　② フライパンに油を入れ、 かぶの葉、 干しさくらえび

を加えて炒める。

　③ 酒 、 しょうが、 塩で味付け、 器に盛る。

　　　（ １ 人分：47 キロカロリー、 塩分 0.2 ｇ ）

　
飽
食
の
時
代
と
言
わ
れ
る
今
日
、
成
人

病
検
診
で
、
「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
で
す

ね
、
食
事
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
」
と
言

わ
れ
、
ド
キ
ッ
と
す
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
高
脂
血
症
と
は
、
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
や
、
中
性
脂
肪
が
異
常
に
多
い
状
態
で
、

血
中
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
二
二
〇m

g/
d
l

以
上
、
ま
た
は
、
中
性
脂
肪
値
が
一
五
〇

m
g
/
d
l

以
上
を
高
脂
血
症
と
診
断
さ
れ
ま

す
。

　
高
脂
血
症
の
特
徴
は
、
自
覚
症
状
の
な
い

ま
ま
知
ら
ず
知
ら
ず
進
行
し
、
動
脈
硬
化

を
起
こ
す
恐
れ
が
高
い
こ
と
で
す
。
動
脈
硬

化
に
な
る
と
、
脳
梗
塞
や
狭
心
症
、
心
筋

梗
塞
な
ど
の
、
命
に
関
わ
る
よ
う
な
重
大

な
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
高
脂
血
症
の
予
防
の
基
本
は
、
「
食
事
」

と

「
運
動
」
で
す
。
も
う
一
度
ご
自
分
の

食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　　　　　《《《《《
食食食食食
事事事事事
ののののの
ポポポポポ
イイイイイ
ンンンンン
トトトトト
》》》》》

①①①①①
コココココ
レレレレレ
ススススス
テテテテテ
ロロロロロ
ーーーーー
ルルルルル
ををををを
抑抑抑抑抑
えええええ
ててててて
バババババ
ラララララ
ンンンンン
ススススス
よよよよよ

くくくくく
食食食食食
べべべべべ
ままままま
ししししし
ょょょょょ
ううううう
。。。。。

＊
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
摂
取
量
は
、
一
日
三
〇
〇

m
g

ま
で
と
し
、
肉
の
脂
身
や
、
レ
バ
ー
は
控

え
ま
し
ょ
う
。
鶏
卵
は
、
栄
養
価
の
高
い
食

品
な
の
で
、
二
日
に
一
個
は
と
り
た
い
も
の

で
す
。
卵
白
は
安
心
し
て
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

＊
肉
や
バ
タ
ー
に
は
、
飽
和
脂
肪
酸
が
多
く

含
ま
れ
ま
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
上
げ
る
作

用
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
摂
取
は
控
え
、

低
下
作
用
の
あ
る
、
魚
油
や
植
物
油
に
含

ま
れ
る
不
飽
和
脂
肪
酸
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

＊
形
に
は
見
え
な
く
て
も
、
卵
や
油
脂
の

分
量
が
多
い
お
や
つ
（
生
ク
リ
ー
ム
や
バ
タ
ー

を
使
っ
た
プ
リ
ン
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ケ
ー

キ
な
ど
）
の
食
べ
過
ぎ
は
要
注
意
で
す
。

＊
食
物
繊
維
や
野
菜
、
海
草
、
き
の
こ
に

は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
抑
え
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。
毎
日
の
食
事
に
取
り
入
れ

ま
し
よ
う
。

＊
一
日
三
十
食
品
を
目
安
に
、
い
ろ
い
ろ
な

食
品
を
少
し
ず
つ
取
っ
て
い
く
こ
と
で
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
を
摂
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②②②②②
食食食食食
べべべべべ
過過過過過
ぎぎぎぎぎ
ををををを
避避避避避
けけけけけ
肥肥肥肥肥
満満満満満
ををををを
予予予予予
防防防防防
ししししし

ままままま
ししししし
ょょょょょ
ううううう
。。。。。

＊
標
準
体
重

（kg

）
＝

　
　
　
　
　
身
長

（m

）
×
身
長

（m

）
×22

＊
適
正
エ
ネ
ル
ギ
ー

（Kcal

）
＝

　
　
　
　
　
標
準
体
重
×2

5

～3
0

を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

③③③③③
悪悪悪悪悪
いいいいい
食食食食食
習習習習習
慣慣慣慣慣
ををををを
改改改改改
めめめめめ
ままままま
ししししし
よよよよよ
ううううう
。。。。。

　
朝
食
抜
き
な
ど
の
「
欠
食
」
、テ
レ
ビ
を
見

な
が
ら
の
「
な
が
ら
食
い
」
、好
き
な
も
の
ば

か
り
食
べ
る

「
ば
っ
か
り
食
い
」
、
菓
子
類
の

間
食
が
多
い
、
夜
遅
い
夜
食
、
外
食
が
ち
、

早
食
い
、
ど
か
食
い
な
ど
の
食
習
慣
は
改
め

ま
し
ょ
う
。

　
以
上
の
事
柄
に
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
出
き
る
事
か
ら
改
め
て
お
く
こ
と
が
高

脂
血
症
の
予
防
だ
け
で
な
く
、
健
康
維
持

に
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
左
ペ
ー
ジ
の

《
毎
日
の
食
事
バ
ラ
ン
ス
》・

《
食
事
ス
タ
イ
ル
》の
チ
ェ
ッ
ク
表
を
参
考
に
し

て
み
て
く
だ
さ
い
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毎日の食事バランスをチェックしましょう!

４０点以上 栄養のバランスは良いようです。

３９～３０点
栄養のバランスが少し偏っています。
１から８１から８１から８１から８の食品はとくに意識して食べましょう。

２９点以下
栄養のバランスがくずれています。
積極的に食生活を改善しないと健康をそこない
ます。

下表の項目で心あたりのあるものに○を付け、合計点で評価します。

（○印１つを５点としてください。）

印 質問

（　　　） １．牛乳（ヨーグルト等の乳製品）は、１本以上飲む

（　　　） ２．卵は一個食べる

（　　　） ３．魚や肉は１日2切れ（１切れ７０ｇぐらい）食べる

（　　　） ４．豆腐や納豆、大豆を食べる

（　　　） ５．野菜料理を２～３品食べる

（　　　） ６．芋を食べる

（　　　） ７．こんにゃく、わかめ、昆布などを食べる

（　　　） ８．くだものは１日１個は食べる

（　　　） ９．めん類の汁は残す

（　　　） 10．朝食はかならず食べる

○印は？　５点　×　（　　　　　）個　　＝　合計（　　　　　）点

毎日の食事バランスをチェックしましょう!

４０点以上 栄養のバランスは良いようです。

３９～３０点
栄養のバランスが少し偏っています。
１から８１から８１から８１から８の食品はとくに意識して食べましょう。

２９点以下
栄養のバランスがくずれています。
積極的に食生活を改善しないと健康をそこない
ます。

下表の項目で心あたりのあるものに○を付け、合計点で評価します。

（○印１つを５点としてください。）

印 質問

（　　　） １．牛乳（ヨーグルト等の乳製品）は、１本以上飲む

（　　　） ２．卵は一個食べる

（　　　） ３．魚や肉は１日2切れ（１切れ７０ｇぐらい）食べる

（　　　） ４．豆腐や納豆、大豆を食べる

（　　　） ５．野菜料理を２～３品食べる

（　　　） ６．芋を食べる

（　　　） ７．こんにゃく、わかめ、昆布などを食べる

（　　　） ８．くだものは１日１個は食べる

（　　　） ９．めん類の汁は残す

（　　　） 10．朝食はかならず食べる

○印は？　５点　×　（　　　　　）個　　＝　合計（　　　　　）点

食事スタイルをチェックしましょう !

２９点以 下
食 事 の スタイル が たいへ ん 立 派 です 。
この 状 態 を 続 けま しょう。

３９～３０点
食 べ 方 に 少 し問 題 が あ りま す 。○ 印 が○ 印 が○ 印 が○ 印 が ついた
項 目 は 改 め る必 要 が あ りま す 。

４０点以 上
食 事 の スタイル に 問 題 が あ りま す 。
日 常 なに げ なくや ってい ることでも一 度 見 直 し、
1つ ず つ目 標 をたてて改 善 しま しょう。

下表の項目で心あたりのあるものに○を付け、合計点で評価します。

（○印１つを５点としてください。）

印 質問

（　　　） １．夕食が遅くなりやすい

（　　　） ２．休みは、１日だらだらなにか食べている

（　　　） ３．食事は、いつもおなかいっぱいまで食べる

（　　　） ４．心配ごとやむしゃくしゃすると、つい食べ物に手が出てしまう

（　　　） ５．食べ方にむらがあり、どか食いをしてしまうことがある

（　　　） ６．食べるのは早食いである

（　　　） ７．食べ物を勧められると断れない

（　　　） ８．間食をいつもする

（　　　） ９．お菓子があると、空腹でなくてもつい口にしてしまう

○印は？　５点　×　（　　　　　）個　　＝　合計（　　　　　）点

食事スタイルをチェックしましょう !

２９点以 下
食 事 の スタイル が たいへ ん 立 派 です 。
この 状 態 を 続 けま しょう。

３９～３０点
食 べ 方 に 少 し問 題 が あ りま す 。○ 印 が○ 印 が○ 印 が○ 印 が ついた
項 目 は 改 め る必 要 が あ りま す 。

４０点以 上
食 事 の スタイル に 問 題 が あ りま す 。
日 常 なに げ なくや ってい ることでも一 度 見 直 し、
1つ ず つ目 標 をたてて改 善 しま しょう。

下表の項目で心あたりのあるものに○を付け、合計点で評価します。

（○印１つを５点としてください。）

印 質問

（　　　） １．夕食が遅くなりやすい

（　　　） ２．休みは、１日だらだらなにか食べている

（　　　） ３．食事は、いつもおなかいっぱいまで食べる

（　　　） ４．心配ごとやむしゃくしゃすると、つい食べ物に手が出てしまう

（　　　） ５．食べ方にむらがあり、どか食いをしてしまうことがある

（　　　） ６．食べるのは早食いである

（　　　） ７．食べ物を勧められると断れない

（　　　） ８．間食をいつもする

（　　　） ９．お菓子があると、空腹でなくてもつい口にしてしまう

○印は？　５点　×　（　　　　　）個　　＝　合計（　　　　　）点
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ＱＱＱＱＱ
．．．．．
「
ピ
ロ
リ
菌
」に
感
染
す
る
と
、
胃

炎
や
胃
潰
瘍
、
胃
が
ん
を
引
き
起
こ
す
原

因
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
感
染
し
て
い

る
か
否
か
は
、
ど
の
よ
う
な
検
査
を
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
歳
　
男
性
　
会
社
員

このコーナーでは、皆様から寄せられた病気や健康などの質問・疑問に、それぞれが

専門の立場からお答えいたします。

疑問疑問疑問疑問疑問・・・・・質問などは質問などは質問などは質問などは質問などは・・・・・・・・・・・・・・・

　当院広報委員会に郵送、または E-mail されるか、

　院内に設置のご意見箱に投函してください。

E-E-mail ： info ＠ nerima-hosp.or.jp

　

　
ＡＡＡＡＡ
．．．．．
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
は
、
ご
指
摘

の
様
に
胃
炎
や
胃
潰
瘍
と
い
っ
た
疾
患
や

胃
癌
な
ど
の
悪
性
疾
患
に
関
連
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
上
部
消
化

管
以
外
の
疾
患
と
の
関
連
も
言
わ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

　

　
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
方
法
は
、
大
き
く
ふ

た
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
胃
カ
メ
ラ
で
組

織
を
採
取
し
て
調
べ
る
方
法
と
、
胃
カ
メ

ラ
を
用
い
な
い
で
調
べ
る
方
法
で
す
。

 

胃
カ
メ
ラ
で
組
織
を
採
取
し
て
調
べ
る

方
法
に
は
、
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
「
鏡
検

法
」
、
組
織
を
培
養
し
て
増
殖
を
確
認
す

る
「
培
養
法
」
、
菌
が
も
つ
酵
素
を
利
用
し

て
菌
の
存
在
を
確
認
す
る
「
迅
速
ウ
レ

ア
ー
ゼ
法
」
が
あ
り
ま
す
。
特
に
迅
速
ウ

レ
ア
ー
ゼ
法
は
数
時
間
で
判
定
で
き
る
利

点
が
あ
り
ま
す
。

 

胃
カ
メ
ラ
を
用
い
な
い
方
法
に
は
、
血

液
中
の
ピ
ロ
リ
菌
の
抗
体
を
検
出
す
る
方

法
、
尿
や
便
内
の
抗
体
を
見
る
方
法
、
吐

く
息
（
呼
気
）
を
用
い
て
菌
の
確
認
を
行

う
尿
素
呼
気
試
験
法
が
あ
り
ま
す
。
特
に

尿
素
呼
気
試
験
法
は
手
軽
で
あ
り
普
及
し

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
内
科
医
師
　
中
尾
　
英
一

当院院長がパネリストとして

参加したシンポジムがテレビ放映

　
医
療
経
済
研
究
機
構

が
主
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
「
医
療
制
度
改
革
の

ゆ
く
え 

～ 

医
療
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
と
効
率
化

～ 

」
が
九
月
十
九
日ab

c

ホ
ー
ル
で
お
こ
な
わ
れ
、

当
院
の
院
長
も
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
模
様
が
、
九
月
二
十

八
日
、N

H
K

教
育
テ
レ
ビ

で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。



編集後記編集後記

お待ちして
　　おります

　広報委員会では、当院に対する皆様からの

ご意見・ご質問など（その他何でも結構です）

お待ちしております。

　院内に設置してありますご意見箱、または

E-mailにてお待ちしております。

＊ご意見箱設置場所＊　　各階ｴﾚﾍﾞー ﾀ横

　　　　　　　　　　　　　　　　　玄関入口

次号は、 第４２ 号　平成１４ 年１ 月１ 日発行です。

連絡先　 Tel 03-3972-1001      Fax 03-3972-1031
　　　　　　　 E-mail : info@nerima-hosp.or.jp
　　　　　　　 http://www.nerima-hosp.or.jp

　“読書の秋 / スポーツの秋 / 食欲の秋”、皆様はどんな秋を

満喫しているのでしょう。私は当然 !?“食欲の秋”ですが・・・。

　暑い夏を過ごしてきたこの時期、ご自分の健康をチェックして

みてはいかがでしょう。日頃の健康管理と定期健診が、健康維

持に大切なことです。　　（ K）



★診療科目★ 内科／外科／整形外科／皮膚科／泌尿器科／産婦人科／眼科／

耳鼻咽喉科／小児科／脳外科／リハビリテーション科／放射線科

人間ドック／脳ドック／癌検診

★受付時間★ 午前の診療受付　　午前８時～午前１１時

午後の診療受付　　正午～午後４時

★休 診 日★ 土曜日／日曜日／祝祭日／年末年始

急患は年中無休で24時間診療いたします

★２４時間救急受付 （内科／外科系／産婦人科）

｢ﾊﾛ-ﾎｽﾋ゚ﾀﾙ｣：第４１号

平成13年10月1日発行（年 4回発行）

発行／編集

財団法人東京都医療保健協会

練 馬 総 合 病 院　広報委員会

当院へのご案内

　交通：電車　■西武池袋線　　　　江古田駅北口　　徒歩３分
　　　　　　　■地下鉄有楽町線　　小竹向原④出口　徒歩15分
　　　　　　　■都営大江戸線　　　新江古田出口　　徒歩12分
　　　　バス　■中野駅北口より関東バス　江古田駅行　　徒歩６分

〒176-8530　
東京都練馬区旭丘2-41-1

　 Tel．03-3972-1001　

　 Fax．03-3972-1031


